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公募設置等計画（概要） 

１ 整備運営事業の全体方針 

鶴舞公園を【いま利用している人】【これから利用する人】【市民活動をされる人】に
「あっ、公園っていいね！」を再確認してもらうために、６つの約束を実現します。

誰にとっても心地よい、やさしく包み込むような場所へ。
それはダイバーシティの理念を出発点として、

多様な価値観を迎え入れながら、共有して学び、成長を重ねていく公園。
いつまでもずっと「誰もがふらりと立ち寄れる引力のある公園」へと進化し続けていきます。
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２ 整備運営事業の実施体制と全体計画 

代表法人・統括責任者 矢作地所株式会社 

整備・管理運営 矢作地所株式会社、株式会社電通名鉄コミュニケーションズ

ヤハギ緑化株式会社 

指定管理 株式会社日比谷花壇、ホーメックス株式会社名古屋支店 

魅力向上 株式会社電通名鉄コミュニケーションズ 

 正面南、秋の池、熊沢山の３つのエリアの整備と、公園全体での魅力向上の取組みで、公

園利用者へ訪れるきっかけとなる「誘因」を創出し、目的をちりばめ「回遊」を誘い、集い、

寛げるスペースで「滞留」を促し、常に人がいる「楽しく」、「安全」で、「明るい」公園づ

くりを目指します。 

３ 設置等施設の整備計画 

（１）基本方針

鶴舞公園の歴史、文化、自然が織りなす景観を尊重し、樹木を活かし伐採する樹木を慎重

に選定して森の中に佇むように建物を配置します。傾斜屋根など景観と調和したデザイン、

持続可能性の高い木造軸組パネル工法などを採用します。  
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（２）エリア毎の整備イメージ 

正面南エリア      様々な人々が集い、交流できる賑わいの拠点となる空間 

正面広場側から整備エリアを眺めたイメージ図 

鶴舞中央図書館側からから整備エリアを眺めたイメージ図

鶴舞公園が育んだ樹木やかつてこのエリアにあった鯱ヶ池の名残りを活かし、カフェ、

レストラン、インクルーシブ遊具、水遊び場、鶴舞中央図書館と行き来できる園路、自

転車駐輪場、トイレなどを新たに整備し、豊かな交流と賑わいを創出し、いつまでも来

園者を魅了します。 

公募対象公園施設 カフェ、洋菓子店、レストラン、コンビニ、体験学習施設など 

（建築物の面積 約 900 ㎡） 

特定公園施設 園路、芝生広場、遊戯施設、テーブル、ベンチ、トイレ、自転車

駐輪場など 

利便増進施設 デジタルサイネージ案内板
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秋の池エリア    秋の池に面する自然と芝生広場の開放感を感じられる空間 

奏楽堂側から整備エリアを眺めたイメージ図 

秋の池に面する落ち着いた佇まいと、芝生広場に面する開放感を活かし、テラス席があ

りゆったりと飲食できるカフェ、グローサラント、ユニバーサルデザインの休憩所やト

イレなどを整備し、すべての人が憩える場所とします。 

公募対象公園施設 カフェ、レストラン、グローサラント、駐車場など 

（建築物の面積 約 800 ㎡） 

特定公園施設 園路、芝生広場、休憩所、授乳室、テーブル、ベンチ、トイレ、 

資材置き場、倉庫など 

熊沢山エリア     小高い立地からの眺望が楽しめる新たな集客の拠点空間

熊沢山北側から整備エリアを眺めたイメージ図 

新たな集客の拠点として竜ヶ池や菖蒲池、胡蝶ヶ池を眺められるカウンター席を整備

し、イベント広場、東屋、ユニバーサルデザインのスロープなど整備し、市民交流の拠

点とします。

公募対象公園施設 東屋（建築物の面積 約 50 ㎡） 

特定公園施設 園路、芝生広場、ウッドデッキ、カウンターテーブル・ベンチ 

など 
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４ 魅力向上の取組み 

  歴史的建造物等公園施設の保全修繕に売り上げの一部（年間約２３０万円程度）を還元

します。 

地域住民や周辺施設と連携しながら、新たに整備する施設と歴史ある施設を一体とし

て鶴舞公園全体の魅力を高めます。 

   ・施設全体のホームページやＳＮＳ、広報誌などによる広報活動 

・無料公衆無線ＬＡＮのサービスの提供 

・施設の世界観に調和するデザインでのサインの刷新 

・歴史・文化・自然を生かした春夏秋冬の季節ごとの催事の実施 

   ・名木をはじめとした施設全体のライトアップの実施             など 

※ イメージ図は今後の協議等により変更となる場合があります。


